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被服構成から見た肥満体型に関-tる研妬
　　　一一肥l高・形態把握―一

　　　　　昭和女大短大　〇刑部　昭ふ　　本田　由美ふ

　目的婦人服設計のため形態把握は必須胴牛で｀あり　今迄示・貧にt/､｡托叡99くの研剋

が発友されているがヽ』巴F嵩体型についての研叡書g.あたらない。過去BID、上峻動作のし

や寸さについX 体型制に検討したとこ5,肥漓を対象｡にした場合に最も問題点が力か。T-.

をこで被服構成・わヽら肥満・形態特徴を把握し　着や々い上半-S-友暇の設計を寸るため

今回は形態特徴についで検討した。

　方法被験者ぼ斡｡令がl8ぺ円才　べ､レペ｡、ワ指教が93.1 ～ロ)り廬。。健康な女子芳生

ぢ0名を対ｋとした。計S'Jti聞1お5年3 へ牛月、時間はq、日時の間に行'-バた。被験渚{7

ヌ､リップを着用い計刺方法は　ｺﾆ業技術院によI I

測埼回は　胴部/S､型に必辱な{O涌目し上腕部を検討｀するための3rii, それに身S　体

ｔ　腰囲　肩峰､斗､後隣点　肩下がり(角度)の計|ﾜ洵目でヽある。

　結果　計^･』涌目i7項目と　計尹｣項aより得ね計算値一べ､レa;.., 0指数比体瓊　にdBSJ画

につい・主応分分析を行な、r-。七の結果　｜より丸きい固肩値､事第ら主路分書rあ<i。

素積参与率(■378.肪% Tあ、た。固肩値をO､Sまでにt 5>ヒ第ば)主成分までヽになり　累雅斬与

率は恥6十びにVI。いずれen場合も第にに成分ば計測洵目<n iﾆ艇S] ―右o､S4-9So　たaJ^flS

三角肪下縁線一右､釦7 38　左。､80773　R峻寸根囲ぺ右a6跡93　た0,6 6928 であ。卜。かに=主応

分分析の緒果左もとにし7．誘澪体型と比較検討し肥満。形叱特酸を見出し卜。
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